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資料№２ 
 

第１回奥の細道むすびの地周辺整備構想懇談会 会議録 
 

と き：平成２０年７月２５日（金）１０：００～１１：４５ 

ところ：大垣市役所３階 合同委員会室 
 
出席委員 

区 分 役 職 氏 名 

座 長 学識経験者 情報科学芸術大学院大学学長 横山  正 

副 座 長 文化連盟関係者、観光協会関係者 大垣市文化連盟会長、大垣市観光協会会長 田中 良幸 

委 員 

商店街振興組合関係者 大垣市商店街振興組合連合会理事長 北野 茂樹 

自治会関係者 大垣市連合自治会連絡協議会副会長 大橋庄一郎 

婦人会関係者 大垣市連合婦人会書記 谷口いつゑ 

青年団体関係者 大垣市青年のつどい協議会会長 大塚 典和 

市民団体関係者 

奥の細道俳句協会会長 田中 青志 

大垣市文化財保護協会会長 矢橋 和江 

ふるさと大垣案内の会会長 河合 和弘 

まちづくり工房大垣・歴史観光グループ代表 疋田  正 

学生 

岐阜経済大学学生 蟻塚 正樹 

大垣女子短期大学学生 
小西 美那 

中島 章子 

地元関係者 

興文連合自治会長 松岡 昌男 

西連合自治会長 北村 正章 

南連合自治会長 小林  晃 

船町湊まちづくり株式会社代表取締役 三輪 髙史 

欠席委員 

区 分 役 職 氏 名 

委 員 

中心市街地活性化協議会関係者 大垣市中心市街地活性化協議会準備会会長 金森  勤 

学生 

岐阜経済大学学生 堀 あゆ美 

情報科学芸術大学院大学学生 津田 志保 

岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー学生 菅沼  聖 

事務局 

企画部 

部長 水井 静雄 

政策調整課長 社本 久夫 

政策調整課政策調整係長 寺嶋 太志 

政策調整課主査 後藤 威博 

政策調整課主査 清水 雅士 

経済部 部長 田中 重勝 

教育委員会事務局 
局長 北村 武久 

文化振興課長 野寺 紀夫 

アドバイザー 

大垣商工会議所まちづくり特別委員会委員長 車戸 愼夫 

大垣商工会議所事務局長 菱田 耕吉 

大垣商工会議所事務局 増元 英治 

大垣商工会議所事務局 伊藤 孝之 
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【会議録】 

１．開会 

（水井静雄 企画部長） 

本日は大変お忙しい中をお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。

私、本日の進行を務めさせていただきます、企画部長の水井でございます。どうぞ

よろしくお願いします。 

 それでは、只今から、第１回奥の細道むすびの地周辺整備構想懇談会を始めさせ

ていただきます。 

はじめに、小川市長から、ごあいさつを申し上げます。 

 

（小川 敏 市長） 

 市長の小川でございます。本日、お集まりいただきました皆様には、大変お忙し

い時期にもかかわらず、この懇談会への参加をお願いしましたところ、ご快諾を賜

り、厚くお礼申し上げます。 

さて、奥の細道むすびの地につきましては、大垣市の歴史と文化が息づく美濃

路界隈であるとともに、俳聖・松尾芭蕉が奥の細道の紀行を終えた地でございま

す。 

 「奥の細道むすびの地の周辺整備」につきましては、中心市街地の活性化を図

っていく核となる事業として位置付けており、むすびの地周辺に憩いと賑わいの

空間を整備してまいりたいと存じます。 

 この「むすびの地周辺の整備」により、新たな「まちの顔」としての拠点が生

まれることにより、中心市街地活性化の起爆剤になることを期待しております。 

 また、本市の歴史・文化、観光資源を総合的にＰＲすることで、本市のイメー

ジアップを進め、市外からの誘客につなげていきたいと思います。 

 さらには、むすびの地を活用して、歴史、文化、環境、緑化などの様々な分野で、

市民の皆さんが個性や能力を発揮できる新たな活躍の場を創出でき、本市の取り組

んでいる「かがやきライフタウン構想」を一層推進するとともに、本市のまちづく

りの担い手の養成にもつながるものと存じます。 

このたびは、皆様のお知恵をお借りして、中心市街地活性化に向けた具体的な

構想をつくりあげたいと存じますので、忌憚のないご意見やアイデアを賜ります

ようお願い申しあげ、ご挨拶とさせていただきます。よろしくお願い申し上げま

す。 

 

２．奥の細道むすびの地周辺整備構想懇談会について 

（水井静雄 企画部長） 

ありがとうございました。それでは、皆様にご参加いただきます、奥の細道むす

びの地周辺整備構想懇談会につきまして、ご説明申し上げます。 
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（社本久夫 政策調整課長） 

奥の細道むすびの地周辺整備構想懇談会につきまして、ご説明申し上げます。

私、政策調整課長の社本でございます。資料№１の奥の細道むすびの地周辺整備

構想懇談会設置要綱をご覧いただきたいと存じます。 

第１条の目的は、大垣市の歴史と文化が息づく美濃路界隈であるとともに、俳

聖・松尾芭蕉が奥の細道の紀行を終えたむすびの地に憩いと賑わいの空間を整備

し、中心市街地の活性化を図っていく構想案に対する意見を聴取するため、懇談

会を設置するものでございます。 

第２条の所掌事務は、第１号 奥の細道むすびの地周辺整備構想案への提案に

関すること。第２号 その他奥の細道むすびの地周辺整備構想に関することとし

ております。 

第３条の組織は、第１号から第１２号の委員を規定し、市長が委嘱するもので

ございます。 

第４条の任期は、奥の細道むすびの地周辺整備構想の策定までとしております。 

第５条の役員として、座長、副委員長を置き、市長が指名するとしております。

このため、名簿にありますとおり、座長には、情報科学芸術大学院大学学長の横

山 正様、副座長には、大垣市文化連盟会長であり、大垣市観光協会会長の田中

良幸様にお願いしたいと存じます。 

第６条の会議は、会議の招集、会議成立の出席委員数、会議の議事等を規定し

ております。 

第７条は事務局を規定しております。 

第８条は委任規定でございます。 

以上が、本日、設置させていただきました、奥の細道むすびの地周辺整備構想

懇談会の設置要綱でございます。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

続きまして、資料№２の奥の細道むすびの地周辺整備構想懇談会スケジュール

をご覧いただきたいと存じます。 

本日の第１回懇談会では、皆様に懇談会委員を委嘱させていただき、意見交換

をしていただく予定でございます。 

第２回懇談会につきましては、８月１２日（火）の１０時から１２時の予定で、

奥の細道むすびの地周辺整備に関して意見交換をお願いしたいと存じます。 

第３回懇談会につきましては、第１回及び第２回の懇談会での意見を踏まえ、

小川市長も参加させていただき、皆様と意見交換してまいりたいと存じます。 

以上が、懇談会のスケジュールでございます。よろしくお願い申し上げます。 

 

３．奥の細道むすびの地周辺整備構想懇談会委員の委嘱状交付 

（水井静雄 企画部長） 

それでは、皆様に懇談会委員の委嘱状を交付させていただきます。お名前をお呼

びいたしますので、小川市長から委嘱状をお受け取りください。 

（小川市長から委嘱状を交付） 
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まず、座長をお願いいたします、情報科学芸術大学院大学学長の横山 正 様でご

ざいます。 

次に、副座長をお願いいたします、大垣市文化連盟会長、大垣市観光協会会長の

田中良幸 様でございます。 

大垣市商店街振興組合連合会理事長の北野茂樹 様でございます。 

大垣市連合自治会連絡協議会副会長の大橋庄一郎 様でございます。 

大垣市連合婦人会書記の谷口いつゑ 様でございます。 

大垣市青年のつどい協議会会長の大塚典和 様でございます。 

奥の細道俳句協会会長の田中青志 様でございます。 

大垣市文化財保護協会会長の矢橋和江 様でございます。 

ふるさと大垣案内の会会長の河合和弘 様でございます。 

まちづくり工房大垣・歴史観光グループ代表の疋田 正 様でございます。 

岐阜経済大学学生の蟻塚正樹 様でございます。 

大垣女子短期大学学生の小西美那 様でございます。 

同じく、大垣女子短期大学学生の中島章子 様でございます。 

興文連合自治会会長の松岡昌男 様でございます。 

西連合自治会会長の北村正章 様でございます。 

南連合自治会会長の小林 晃 様でございます。 

船町湊まちづくり株式会社代表取締役の三輪髙史 様でございます。 

なお、本日、大垣市中心市街地活性化協議会準備会会長の金森 勤 様、岐阜経済

大学学生の堀 あゆ美 様、情報科学芸術大学院大学学生の津田志保 様、岐阜県立

国際情報科学芸術アカデミー学生の菅沼 聖 様が、所用により、ご欠席でございま

す。 

また、今回の構想策定に当たりましては、本市の中心市街地活性化、特に「奥の

細道むすびの地周辺整備」について、計画づくりなど、様々な事業に積極的な取り

組みを進めておられる大垣商工会議所のノウハウをお借りすることにしました。 

本日、大垣商工会議所関係者の方に、アドバイザーとしてご参加いただいており

ますので、ご紹介申し上げます。 

まず、大垣商工会議所まちづくり特別委員会委員長の車戸愼夫 様でございます。 

次に、大垣商工会議所事務局長の菱田耕吉 様でございます。 

それでは皆様、よろしくお願いします。 

 

４．奥の細道むすびの地周辺整備について 

（水井静雄 企画部長） 

それでは、続きまして、次第「４．奥の細道むすびの地周辺整備」について、意

見交換をお願いしたいと存じます。 

ここからの進行は、座長の横山 正 様にお願いしたいと存じます。よろしくお

願いします。 
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（横山 正 座長） 

懇談会の座長を務めさせていただきます、横山と申します。よろしくお願いしま

す。 

この懇談会は、大垣市情報公開条例の規定に基づきまして、本日の会議で個人情報な

ど非公開とする事案がないことから、会議は公開といたします。 

なお、本日、傍聴を希望される○○町の○○○○さんほか１名がいらっしゃいま

すので、ここで会場にお入りいただきます。 

（事務局員が傍聴者を所定の席へ誘導） 

 

（横山 正 座長） 

それでは、懇談会で検討してまいります、奥の細道むすびの地周辺整備につき

まして、事務局から説明を受けたいと思います。事務局、よろしくお願いします。 

 

（社本久夫 政策調整課長） 

奥の細道むすびの地周辺整備につきまして、ご説明申し上げます。資料№３の

「奥の細道むすびの地周辺整備構想」対象区域をご覧いただきたいと存じます。 

皆様からご意見を頂戴いたしたい、奥の細道むすびの地周辺整備構想の対象区域

といたしましては、太線で囲ってある地域及び周辺を想定しております。 

これらの用地につきましては、マンション建設の話もありましたので、そうした

ものではなく、歴史的、文化的に、まさに「奥の細道むすびの地周辺」にふさわし

い雰囲気や特色を持たせた整備を進めるべきであるとの考えに基づき、現在、図面

ａとｂの土地を大垣市土地開発公社が所有しており、ｃの土地につきましても、今

後、取得に向けて地権者と協議を進めております。 

そして、周辺道路を含め、むすびの地周辺として、今回、憩いと賑わいの空間づ

くりを進める整備構想を策定していきたいと考えているものでございます。 

市長のあいさつにございましたように、むすびの地周辺の整備が、新たな「まち

の顔」としての拠点となり、中心市街地活性化の起爆剤になるとともに、大垣市の

歴史・文化、観光資源をＰＲすることにより、市外から誘客が進み、憩いと賑わい

の空間となることを目指しております。 

以上が、奥の細道むすびの地周辺整備についての考えと対象地域でございますが、

さきほど、ご紹介を申し上げましたとおり、今回の構想策定につきまして、アドバ

イザーとして参加していただき、なんと言いますか構想案全体のまとめ役的な役割

をお願いしております大垣商工会議所さんは、本市の中心市街地活性化、特に「奥

の細道むすびの地周辺整備」につきましては、熱い思いでの計画づくりなどを進め

ておられますので、大垣商工会議所まちづくり特別委員会委員長の車戸さんに、こ

れまでの経緯や計画づくりの考え方について、ご説明をいただきたいと存じますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

 

（車戸愼夫 アドバイザー） 

ここ１０年ほどの大垣商工会議所の活動を説明したいと思います。今から１０年

ほど前にまちづくり三法ができました。アメとムチのようなところがあって、本来
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ならばうまく行く予定だったのでしょう。まず大型店舗の規制緩和がありました。

それで大垣の環状線沿いには、この都市のキャパとしては多過ぎるのではないかと

いうほど、大型店舗が出てきました。しかし、それと同時に中心市街地も中心市街

地活性化法ができて、ハード、ソフトの両面から活性化するための施策や補助金の

メリットなどがあって、今日に至っています。 

  実際見てみると、大型店舗はしっかりできましたが、中心市街地が本当に中心市

街地活性化法に則って、うまくできたかというと、そうではなかった。大垣商工会

議所もそれに伴ってＴＭＯができました。ＮＰＯの方々にも尽力いただきましたが、

なかなか進みませんでした。そこで昨年、まちづくり三法が見直しになって、今度

は大型店舗を規制しようという動きになりました。 

  私も８年ほど前からまちづくりに関わって、今はまちづくり特別委員会の委員長

です。なんとか中心市街地を活性化しようということで、様々なことに取り組んで

きました。特に船町港地区、大垣城周辺、並びに大垣駅周辺の３つを整備しながら、

水門川、駅南口通、本町、美濃路などで結び、回遊できるような仕組みをつくるこ

とで、より良い大垣をつくっていったらどうかという提案をさせていただきました。 

そうしているうちに、船町湊まちづくり株式会社が立ち上がって、船町地区に残

っているものを生かしながら整備してやっていこうということで、随分ご尽力いた

だきました。 

なんとかしないといけないと言っている間に、マンションが２棟建つという話が

出てきました。確かにマンションとしては非常に環境が良いところですが、大垣に

とって良いことかということになり、大垣市のみならず西濃圏域にとっても船町港

地区が良いところになるために、マンションが建たないようにならないかというこ

とで、市にもお願いし、土地の交換という形で、大垣のまちづくりの核となる場が

できたわけです。 

  今回、中心市街地の回遊性を誘発する拠点ということで、資料を作成してきまし

た。実際には、ただ単に観光だけで良いのか。そこに住んでいる方々にとっての場

でもあります。大垣市民の憩いの場でもあります。その意味で地図をつけました。 

資料１枚目の赤丸が該当の地域です。周りに大垣城、駅南口など歴史、文化遺産

を書いています。２枚目の資料は、大垣が周辺の中で、どのような位置づけかとい

うことで、赤坂なども載せています。輪中文化は負の遺産でなく、先人の知恵です

から、田園風景も入れています。３枚目の資料は、西濃圏域での位置です。徳山ダ

ムから木曽三川を含めて南の方まで入っています。これらを見ると、ただ単に船町

という界隈だけでなく、中心市街地、大垣市内、そして周辺、西美濃のきわめて重

要な位置を占めているのだと思います。４枚目の資料は、船町地区の位置づけです。

文化財や公共施設、公園なども書いています。５枚目の資料は、まちづくり協議会

の方で、線にし、面にし、船町の地区をこのようにしたら良いのではないか。その

ための問題点はどんなものがあるかを参考までに書きました。 

  資料にあるように、商工会議所として、船町地区、大垣城周辺、駅南口の場所ご

とのあり様を考えながら、なんとかして中心市街地活性化をやっていこうというも

のです。きちんと軸をつくって、２０年後、３０年後になってもきちんとしたもの

であったと言われるものをつくっていく取り組みを行っています。なかなか活動の
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取り組みを発表する場がなく、皆さんに伝わらない部分がありますが、今回はこの

場を借りて説明させていただきました。 

  歴史や文化などもありますが、そこに住む人たちにとって、いかに良いかも大事

です。確かに観光も大切ですが、一般の大垣市民にとっても誇れるようなまち。ホ

ストが魅力的に生活できなければ、ゲストはなかなか来ないと思います。ホストと

して自分のまちにプライドを持って生活する。そうなればゲストにも来ていただけ

ると思います。そんな、まちづくりをしたいと思います。 

 

（横山 正 座長） 

事務局及びアドバイザーの車戸さんから、奥の細道むすびの地周辺整備について、

説明を受けました。 

それでは、委員の皆さんから、ご意見をお聴きしていきたいと思います。 

お一人２分程度で、お願いしたいと思います。最初に、副座長の田中様にお願い

して、順番にお聴きしたいと思います。では、よろしくお願いします。 

 

（田中良幸 副座長） 

せっかく土地開発公社に用地を取得してもらって、どのように生かすか。大垣の

観光にとっても文化にとっても、いろいろな意味で大事だと思います。資料３の地

域のところで、ａとｂの間にある第２住吉荘については手がつけられないというの

が現状かどうかです。その辺りがどうなるのか。どう整備をしていくかをまず考え

たいと思います。 

芭蕉記念館もありますが、設置、整備などもこのままでいいのか。そして大醒木射

を移転するということですが、新しいところに持っていくのかどうか。深川から大

垣までが奥の細道の場所ですから、その辺りも構想に入れて進めていくと良いと思

います。 

 

（北野茂樹 委員） 

この地域だけでなく、大垣商店街と連携を持って、広い地域での開発という形で

お願いしたいと思います。４月に埼玉の川越に行って来ました。素晴らしいまちで

した。大垣市と条件が似ています。東京から４０分ぐらいですが、大変な賑わいで

す。大垣も名古屋の都市圏から３０分から４０分です。 

本川越という駅で降りると、ボランティアグループが回遊する地図を持っていま

す。時の鐘、蔵の町、川越城などの観光資源があって似ています。１周すると２時

間くらいです。若い人がたくさん来ていました。そのように歴史、文化を他地域の

方にも見ていただけるような楽しいまちづくりにしていただきたいと思います。 

 

（大橋庄一郎 委員） 

駅前地域は駅を中心として、大垣城は大垣城と大垣公園を中心にして、そして船

町は奥の細道むすびの地を中心として、ちょうどいい具合に３つがあります。それ

が一体化すれば、観光地としても住む場所としても楽しいまちになると思います。 

今から１３年ほど前に大垣藩士の追悼のために東北を回りました。そのときに、
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東北では芭蕉を大切にし、奥の細道を大切にしているのを見ました。帰ってきて小

倉前市長に進言しましたが、やらなければならないことがたくさんあって、手が回

らないと言われました。 

私は、２０００年から２００１年まで東ライオンズクラブの会長を務めました。

２００万円の予算があり、矢立初の句碑を建てようということで、水門川に建てま

した。最初があって、最終があれば、中間はだれか建ててくれるだろうと思ってい

たら、小川市長に建てていただきました。今は「ミニ奥の細道」ができて、大垣を

訪れる人が増えています。 

江東区の芭蕉館、那須黒羽町の芭蕉の館、深川の芭蕉館へ電話をしました。黒羽

町の芭蕉の館はすごい建物です。深川の芭蕉記念館も立派です。投資を惜しんでは

いけないと思います。そうすれば、必ず人が来ると思います。 

 

（谷口いつゑ 委員） 

７月に婦人学級の３０人ほどでむすびの地を回りました。一番困ったのは、四季

の広場で昼になったのですが、食事をするところがない。２千円出せば食べるとこ

ろもありますが、庶民にとっては１千円前後だと思います。 

この土地には、バスで入ってきて、食事ができ、大垣の名物を買って、キャラク

ターがある、と言う形になると良いと思います。今はゆるキャラというのもありま

す。それを訪れた人が土産に買うという姿を夢見ています。 

 

（大塚典和 委員） 

奥の細道、松尾芭蕉には疎い方で詳しくは分かりません。私も含めて若い人たち

が、大垣の中に歴史的なものがあるかというと、行ったことがない人が多いと思い

ます。私自身も足をなかなか運びません。やはり若い人たちが行けるようにしない

といけないと思います。 

また、そこだけにいい物を作っても人は来ないと思います。大垣市を全体として

どう変えるか。この地域の人が本当にふるさとを愛して、住みよいまちになるかを

考えないといけないと思います。まずは自分が住み良いと言えるまちになるように

考えていきたいと思います。 

 

（田中青志 委員） 

私どもの会の名前が奥の細道俳句協会です。この構想で、私どもの夢がいよいよ

実現するのかという思いです。むすびの地周辺をもう少し良くしてください。記念

館を建ててくださいと、どれだけ言ってきたか分かりませんが、なかなかその声が

届きませんでした。これでいよいよ実現すると高ぶっています。 

ただ、俳句のまち・大垣ということで、若い人が俳句と大垣をどのように結び付

けているかを考えます。俳句人口は増えたと言われていますが、俳句のまち・大垣

と言っている割には増えていません。小中生とお年寄りはやっていますが、間の層

は抜けていると思います。 

記念館は今の状態ではお粗末です。もう少し立派で感動するものが他地域にあり

ます。記念館の整備に、どう周りを結びつけるかを審議いただければうれしく思い
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ます。若い人にもっと奥の細道むすびの地を知っていただいて、これから大垣市に

住んで楽しく過ごせるかを考えていきたいと思います。 

 

（矢橋和江 委員） 

やっとここまでたどり着けたかという思いです。私どもとしては文化財保護とい

う立場から長い間お願いしてきた大醒木射が、やっと日の目を見るようになって来た

ことを喜んでいます。解体して保存している大醒木射が、構想の中で整備の対象にな

っていることは聞いていますが、実際にどういう形で実現するかが、最大の関心事

です。その点をお願いしたいと思います。 

  もう一つは、まちというのは地元で育った人よりも外から来た人のほうが新しい

目で見ることができます。そういう点で言うと、私や車戸さんなど、地元で育った

人ではなく、外から来て、大垣という場所がいかに素晴らしいところであるかを一

つひとつ見つけてきて数十年になります。そういう目をいろんなところで拾い上げ

ながら構想を進めるようにお願いします。 

東京から来た友達を案内して歩きました。駐車場もありますが、大垣は駅から奥

の細道むすびの地まで十分歩ける距離です。その意味では歩いて回れる構想を持っ

てほしいと思います。車、バスの駐車場というのは、この近くでなくても良いと思

います。こういうご時世ですし、鉄道を使って駅から歩いてくるという考え方で考

えていただければと思います。 

 

（河合和弘 委員） 

私どもは船町１丁目に本拠を構えて約１０年間活動をしてきました。二つの点に

ついて、言いたいと思います。参考資料としてマップを配っています。平成１６年

度からマップづくりに取り組んで１７年度に中心市街地版を出しました。今ご覧い

ただいているのは第２弾です。このマップで表しているのは西門から美濃路の出入

り口である正覚寺までの１キロメートルの距離です。非常に歴史的、文化的に価値

の高い建造物や神社、仏閣がたくさんあります。かつては港町として発展し、現在

も格子の家、むくりと称する屋根の流線形が美しい家、大正ロマンの家などもあり

ます。正覚寺には芭蕉追悼塚もあります。今回は単に点を整備するだけでなく、む

すびの地から正覚寺も含めて８００メートルほどの地域の特性を見て、整備をされ

たら良いと思います。 

観光とあまり大上段に構えるのではなく、日常の人間の本来の営みというか、感

動、新たな発見、喜びなどが、さりげなく織り込まれたものを志向したほうが長続

きすると思います。巨額な投資をすればピカピカなものはできて、一時的な賑わい

は創出できるかもしれませんが、息の長いものとなると、人間本来の感性、営みの

中にさりげなくあるものを生かしたほうが良いと思います。 

  本来は大垣城を中心としたセントラルパークがあれば、こちらは第二のポケット

パーク的な発想を想定しますが、大垣駅からずっと四季の路が続いています。先般

も哲学の道よりもここの方が良いと添乗員から言われました。ウォーターフロント、

水門川があって、散歩道が続く雰囲気は大変良いです。観光的な要素から言うと、

吊り橋を渡るのはお客様に印象が残るとも思います。駐車場でバスを降りて、お客
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を引っ張っていくのは６００メートルが限度だそうです。 

  もう一つは、１０年間活動してきましたが、お客の流れはどうなっているのかで

す。芭蕉生誕３６０年祭の平成１６年辺りまでは個人のお客と各種団体が主体でし

た。生誕祭をきっかけにツアーのお客が９割になりました。そういう面では相手が

プロですから厳しい目で見てきます。ボランティアという名前に甘えていられるわ

けではなく切磋琢磨しないといけないと思っています。昨年はガイドの件数は３８

０件。そのうち２８０がバスツアー。１万１４００人でした。生誕祭を上回る新記

録でした。１８年度対比では１７８%です。県の観光交流課が発表している観光レ

クリエーション動態調査では、速報では大垣圏域、西濃圏域などでは０．５%ほど

マイナスです。しかし、奥の細道むすびの地を訪ねるお客様は大幅にアップしてい

ます。ですから記念館の来場者は１８年度が１万４千人。１９年度が１万９千人で

す。今年度の第１四半期も４，２５８人です。バスの駐車場が有料になりましたが、

毎月５０台以上来ています。昨年、県がディスティネートキャンペーンをやって、

飛騨にお客を取られました。西濃圏域はマイナスですが、ここへ来るお客は増えて

います。その大半が芭蕉関係で来ます。大垣城ではないです。ついでに大垣城とい

うパターンです。芭蕉に特化する形で整備するのが良いと思います。そして、むす

びの地周辺だけでなく船町全体をどのようにするかも含めて考えると良いと思い

ます。 

 

（疋田 正 委員） 

私どもは歴史、文化という観点から大垣市の活性化を考えるグループです。今回、

こういうエリアを活用できるようになったのは喜ばしいことです。芭蕉というキー

ワードのまちは全国いたるところにあります。しかし、「むすびの地」というキー

ワードをつけられるのは大垣だけ、あるいはこのエリアだけです。むすびの地とい

うキーワードを生かした開発を進めてほしいと思います。ただこの地域に限定せず、

もう少し広いエリアも含めて、大垣市全体まで広げて起爆剤にしてほしいと思いま

す。 

  もう一つは今回の懇談会は３回で終わる計画ですが、大垣市全体の観光の起爆剤、

本格的な観光都市への脱皮への出発点の位置づけとして考えてほしいと思います。 

 

（三輪髙史 委員） 

たくさんの方に檄を飛ばされて、苦節３０年、ここまで来ました。今回を逃した

ら、もうないと思います。 

一昨年の６月２０日にマンション建設が調印されたところで、車戸さんと、なん

となく諦めたところがありましたが、市長をはじめとした協力があり、土地が手に

入りました。町内の方といつも話すのですが、第２住吉荘の所有者とも話しますが、

みんな協力的です。市におんぶにだっこではまずいですから、皆さん考えています。 

うちの酒蔵は明治２１年に建ちました。毎年数百万円投入して維持するのも大変

ですが、なんとか守っています。他の古い家屋も同様です。たまたま今回のエリア

が出発点と言う形で、市が中心でやっていただきますが、課をつくっても良いので

はないかと思います。 
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  数年前から芭蕉のまちにするということですが、鉄心の墓などいろいろあります。

大垣にしかないものをたくさん入れてほしいと思います。大垣ならではの物をつく

っていただいて、景観整備も含めてやっていただくようですが、古い建物は放って

おけばどんどんなくなります。洒落たレストランがあってもいいと思います。ゆっ

くり回遊できる場所があればと思います。 

 

（小林 晃 委員） 

私どもの地域は、このエリアには直接入っていません。もう少し東のほうを見直

してもらえたらと思います。と言うのは住吉公園の中には南ライオンズクラブが造

った芭蕉ゆかりの句碑の案内もあります。 

 

（北村正章 委員） 

先般、天童市へ行きました。山寺へ行きました。あまりにも階段がきつくて断念

しました。その折に芭蕉記念館がありましたので立ち寄りました。清楚で良いもの

で、あのようなものができたらと思いました。連合自治会では倉敷を訪問する予定

です。町並みの保存活動、ボランティア活動を視察してきますが、期待しています。

次には何かの話ができると思います。 

 

（松岡昌男 委員） 

第五次総合計画の策定の前に、団体の代表者を集めて話がありました。そのとき

に記念館の移築、水門川の景観整備などをお願いしました。現在の記念館では一服

する場所もない。早急に整備しないといけないと思います。芭蕉の作品は複製ばか

りで本物が少ない。そこにお金をつぎ込んでお宝を購入すると良いと思います。先

賢館は必要ないと思います。集中的なお金の使い方が良いと思います。 

 

（中島章子 委員） 

長野から大学入学で大垣へ来ました。何度かむすびの地に行こうとしましたが、

道が複雑でたどり着けませんでした。もう少し分かりやすい看板があると良いと思

いました。案内されないと分からないところがあります。地図をもらって自力で、

その場所まで歩いてみたいと言う気持ちがあります。 

 

（小西美那 委員） 

常滑から大学入学で大垣へ来きました。大垣に来るまで芭蕉のむすびの地という

ことを知りませんでした。子どものときに社会見学で木曽三川公園に行きました。

芭蕉や俳句について分かりやすい施設があればと思います。小中高校生などが勉強

で利用できる施設があると良いと思います。そうすれば、私が愛知県から木曽三川

公園に行ったように、学習のためにやってくる人たちがたくさん来ると思います。 

 

（蟻塚正樹 委員） 

岐阜経済大学マイスタークラブの代表をしています。福井から大垣に来て３年で

す。以前は、大垣が芭蕉さんとつながっていることを知りませんでした。知ったの



 12

もマイスタークラブで、中心市街地で活動するようになったからです。大学で普通

に学んでいる学生にとっても、芭蕉と大垣はつながっていないと思います。 

先ほど、俳句に若者が触れていないということでしたが、その通りだと思います。 

そうした抜けている世代を今回の整備で引きつけられるようなものを入れていく

べきだと思います。 

他の都市でもやっているような景観を整えて記念館を整備するだけでは、現状で

得られている観光客層になると思います。ちょっと合わないかもしれないですが、

お洒落なバーやレストランを積極的に入れる。和の中に洋を入れるような、他の都

市にないような整備をして、そこを全面的に売り出さないと個性は出ないと思いま

す。 

 

（横山 正 座長） 

ありがとうございました。皆さんから、この奥の細道むすびの地周辺整備につい

てのお考えを、一言ずつ聞くことができました。それでは、アドバイザーである大

垣商工会議所事務局長の菱田さんからも、発言をいただきたいと思います。 

 

（菱田耕吉 アドバイザー） 

大垣商工会議所として、長年、中心市街地活性化に携わってきて、それなりの成

果はあったと思います。ただ、実感としていろんな活動の成果が目に見えてきたも

のがないですから、今回の策定で成果につながるようなものをつくり出して行きた

いと思います。 

 

（横山 正 座長） 

皆さんの思いをお聞きになって、アドバイザーの車戸さんはどのような感想をお

持ちでしょうか。 

 

（車戸愼夫 アドバイザー） 

芭蕉に特化すべきという意見もありました。また、芭蕉にとらわれずに考えよう

という意見もありました。 

私は、奥の細道は平泉から月山までだという気がします。芭蕉は、揖斐川の上に

大垣があることは知っていたと思います。グルッと回って若狭から東海道を通って、

琵琶湖へ出て、不破の関を越えて杭瀬川から揖斐川を通った、日本海側と太平洋側

を結ぶ最短のインフラを使った。 

交通の要衝であった大垣の魅力や風土、また、芭蕉で特化していくべきなのかに

ついても、次回に話すと良いと思います。おそらく芭蕉は水門川を見たときに、す

ごいと思ったでしょう。そうした水の力のようなものを輪中文化などとも含めてや

ったら、風土の記憶、歴史の重さなどもすべて分かるのではないかと思います。 

 

（三輪髙史 委員） 

今回の構想の懇談会は、取得される土地が中心です。全体構想は皆さんが言われ

た話になると思います。これはこれで終わりにはならないと思います。これは出発
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です。点から線、線から面とよく言われました。全部入れ込もうと思ってもまとま

るはずがないと思います。 

 

（横山 正 座長） 

最後に、私から発言をさせていただきます。奥の細道むすびの地周辺整備につい

て、この懇談会でどうまとめていくかということで非常に責任があると思っていま

す。 

素晴らしいものができれば、いろんな形で大垣市が素晴らしいものになっていく

出発点になると思います。 

この場所が奥の細道むすびの地になった、港があったことに着目して、大垣の水

の文化を何らかの形で反映させられると良いと思います。戦後もあったわけですか

ら、週末だけでも、桑名へ船が出ると良いと思います。そうした計画も進めてほし

いと思います。 

それでは、会議終了の時間が近づいておりますが、先ほど、奥の細道むすびの地 

を見たことがないという学生さんの発言もありました。この構想策定の対象地区を

見に行くことを提案しますが、事務局、よろしいでしょうか。 

 

（社本久夫 政策調整課長） 

会議終了後にご案内をさせていただきます。 

 

（横山 正 座長） 

  それでは、進行を事務局にお返しします。 

 

５．閉会 

（水井静雄 企画部長） 

ありがとうございました。次回の懇談会でございますが、８月１２日（火）午前

１０時から１２時での開催を予定しております。ご多忙とは存じますが、ご出席く

ださいますようお願いいたします。 

 なお、次回の懇談会では、本日皆様から頂戴いたしましたご意見やご提言を踏ま

え、事務局において「たたき台」をご提示申し上げます。 

その「たたき台」をもとに、ご懇談いただければと存じますので、よろしくお

願い申し上げます。 

 それでは、これをもちまして、第１回奥の細道むすびの地周辺整備構想懇談会を

閉会させていただきます。本日は、誠にありがとうございました。 

 


